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影響力のあるEUの規制のうち、①ELV指令（End of Life Vehicles Directive）、②RoHS
指令（Restriction of the Use of the Certain Hazardous Substance in Electrical and
Electronic Equipment）、③WEEE指令（Waste Electrical and Electronic Equipment）、



















含有表示方法」（“The Marking for Presence of the Specific Chemical Substances for

















（“United Nations Conference on Environment and Development”；UNCED）〕や、人
の健康と環境にもたらす悪影響を2020年までに最小化するための化学物質管理に関する指
針である「ヨハネスブルグ実施計画」（“Johannesburg Plan of Implementation”）の採択
〔2002年「持続可能な開発に関する世界首脳会議」（“World Summit on Sustainable
Development”；WSSD）〕、さらに、これを具体化するための「国際化学物質管理のため
の戦略的アプローチ」（“Strategic Approach to International Chemicals Management”
























企業界では、1991年に国際商業会議所（International Chamber of Commerce；ICC）
が、企業に環境倫理を求め、16項目からなる「持続的発展のための産業憲章」を制定し、
自ら環境経営に取り組むことを求めた。これは、同年４月に開催された「第２回環境管理






























































































































ックス、2006年。p.363、ISO （2004）ISO14001：2004Environmental Mental Management































































































































Century Business16の中で提起した「トリプル・ボトムライン」（“triple bottom line”）、
すなわち、企業活動を経済のみならず、社会・環境に対する適合性をも含めた視点から捉
えて評価するという考え方がSRI投資行動の基本となる。







































先進事例であるイギリスの排出権取引制度（UK Emissions trading Scheme；UK-ETS）
やEUの排出権取引制度（EU Emissions trading Scheme；EU-ETS）により、わが国で
は2005年に、企業の自主的・積極的な努力で効率的な排出削減をめざす「環境省自主参加










































































































































14 内部環境会計は、欧米を中心に「環境管理会計」（“environmental management accounting”）
という語が使用されている。





16 Elkington ,J., Cannibals with Forks：The Triple Bottom Line of 21st Century Business,







提示する例も見られる〔参考：Freeman,R.E., Harrison,S., Wick,A.C., Managing for Stakeholders :
Survival, Reputation, and Success, Yale University Press,2007.中村瑞穂（訳者代表）『利害関係者
志向の経営―存続・世評・成功―』、白桃書房、2010年〕。
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